内容
概要
このドキュメントでは、Prime Central 1.4以降のリリースでnco_g_oracleプロセスをnco_g_jdbcに置き換える手順を順追して説明します。
前提条件
要件
次の項目に関する知識があることが推奨されます。
使用するコンポーネント
このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づいています。
このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このドキュメントで使用するすべてのデバイスは、初期(デフォルト)設定の状態から起動しています。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的な影響について確実に理解しておく必要があります。
背景説明
Prime Centralを下位バージョンからPrime Central 1.4以降のリリースにアップグレードした後、nco_g_jdbcプロセスの代わりにnco_g_oracleプロセスが実行されている場合もあります。
Prime Central 1.4以降のリリースへのアップグレードプロセスのデフォルトの動作には、nco_g_oracleをnco_g_jdbcプロセスで置き換えることが含まれます。
問題
Prime Central G_JDBC.logは、nco_g_oracleプロセスがPrime Central 1.4以降のリリースでアップグレードが成功した場合に引き続き実行される問題を示す次のエラーメッセージをスローします。
Fatal: F-IVM-005-001: OpenServer - Fatal Error: Could not find server name 'NCO_GATE' in interfaces file
注: G_JDBC.logファイルは、installation-directory/faultmgmt/omnibus/logディレクトリに保存されます。
解決方法
ステップ1:NCO_GATEエントリのomni.dateファイルをチェックします。
[NCO_GATE]
{
Primary:
4300
}
注:omni.datファイルはinstallation-directory/faultmgmt/etcディレクトリに保存されます。
ステップ2:次のような他のNCOエントリが見つかり、NCO_GATEエントリが誤って追加または追加されていない場合は、ステップ3に従います。
[NCO_GATE_REF]
{
Primary:
4310
}
[NCO_GATE_TEST]
{
Primary:
4320
}
[NCO_GATE_PROD]
{
Primary:
4330
}
ステップ3:omni.datファイルにNCO_GATEエントリを追加します。
[NCO_GATE]
{
Primary:
4300
}
注:NCO_GATEのエントリを空のオープンポートで追加する必要があります。
ステップ4:インターフェース・ファイル/etc/interfaces.linux2x86を再生成します。
su - primeusr
cd $NCHOME/bin/
./nco_igen -arch linux2x86
ステップ5:JDBC_Gatewayを再起動します。
cd $NCHOME/omnibus/bin
./nco_pa_stop -server NCO_PA -user primeusr -password
-process JDBC_Gateway
./nco_pa_start -server NCO_PA -user primeusr -password
-process JDBC_Gateway
注:prime rpwdはPrime Centralアプリケーションユーザのパスワードです。
ステップ6:すでに起動しているnco_g_oracleプロセスをLinux OSから強制終了する。